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（論文内容の要旨） 
 
Ⅰ 研究の目的 
 本研究では、江戸時代の大奥女性（寛永寺出土）の頭蓋骨をもとに生前の顔を復元する「復顔」を行
った。美術解剖学の観点から、「日本人女性を対象とした粘土による三次元復顔法」を扱ったことは本研
究の特色である。 
 復顔法は、世界的に研究が進められているが、日本では警察の科学捜査における二次元復顔法が用い
られている程度で、粘土による三次元復顔の事例は極めて少ない。また歴史上の人物の復顔は殆ど男性
であり、女性の三次元復顔の事例はほとんどみられない。日本人は骨格が平面的であり、さらに女性は
男性に比べて顔の脂肪が多く造形が難しい。そこで本論では、復顔の新たな可能性を追究すべく「日本
人女性の三次元復顔法」を、科学的かつ芸術的な視点を持って、実践的に考察した。 
 
Ⅱ 研究の内容 
「第１章 復顔について」 
 ここでは、頭蓋骨をもとに生前の顔を復元する３つの復顔法の事例を挙げて説明するほか、復顔が行
なわれるようになった歴史的な背景を、古代の「呪術的な復顔像」から現代の「科学的な復顔像」に至
るまで列挙した。復顔の歴史を紐解くことで、人間の「顔」に対する認識の変容も概観した。 
「第２章 徳川将軍家とその遺骨」 
 1958年〜1960年に増上寺において徳川将軍家の墓所改葬が行なわれ、人類学者の鈴木尚を中心に遺骨
の調査が行われた。また2006年から2007年にかけては、寛永寺の谷中徳川霊園墓所が改葬され、全25号
基から将軍の正室・側室・生母・息女の遺骨が16個体発掘された。本論ではこれらの遺骨の中から保存
状態の良い頭蓋骨を用いて復顔を行った。さらに本章では、鈴木の先行研究の概要をまとめ、徳川家の
骨格形質についても考察した。 
「第３章 復顔制作の概要」 
 ここでは、三次元復顔法がどのような手順によって制作されるのか、その概要の解説を行った。本研
究では、イギリスのダンディー大学講師キャロライン・ウィルキンソンの著書『Forensic Facial 
Reconstruction』（2004）を制作の手引きとし、イギリスのマンチェスター法を用いて復顔制作を行なっ
た。 
    
 
「第４章 寛永寺出土・大奥女性の復顔制作」 
 前章において解説した制作手順に従いながら、寛永寺出土の大奥女性２名の三次元復顔をした。従来
の復顔法が日本人の復顔制作に適しているかを検討し、現在の復顔法の問題点を明らかにした。また日
本人女性の顔のデータを採取し、復顔造形における新たな手法を提示した。 
「第５章 新たな復顔像」 
 最終章では、現代社会において復顔像にどのような存在意義があるのかを考察した。また、私たち人
間が「顔」とどのように関わってきたのか、「表現された日本人女性の顔」に焦点を当て、「彫刻家ロダ
ン作・花子像」「日本の人形と生人形」「現在の最先端技術で作られたヒューマノイドロボット」を比較
検証することで、「顔に対する認識」から「人間に対する意識」を読み解いていった。 
 
Ⅲ 研究結果・まとめ 
 本研究では復顔制作の歴史を辿りながら、これから求められる新たな復顔像の在り方を、実際に制作
を行ないながら探究した。たとえば顔面脂肪の造形は、これまで制作者の感覚に委ねられる部分が多く、
復顔研究の専門書においてもその内容について具体的に記述しているものは無かったが、本研究では可
能な限り客観的な手法を用い、現代の日本人女性のデータを用いてよりリアリティに富んだ復顔像を制
作するための新たな手法を開拓した。また、その成果として、実際に復顔された大奥女性の顔を、立体
造形として提示した。 
 最終章での考察では、「復顔とは何か」という問題をさらに鮮明にするために、「ロダンの彫刻」「人形・
生人形」「ヒューマノイドロボット」の３つの異なる顔の表現を比較し、それらの形態および構造を解剖
学的な視点で検証した。人間の姿や顔を表したこれらの像は、それぞれが異なる特性や役割を持つが、
共通して言えることは「人間が生きて動いていること」である。こうした表現は「死」に対する認識で
はなく、人間としての喜びや生命の賞賛である。 
 復顔は、その外観において、彫刻や人形、ヒューマノイドロボットと大差はないが、実在した人物の
遺骨が土台となって作られており、「死者の存在」を前提にしている。これは彫刻や人形が人間の生命と
も言える「動き」と深く関わっているのとは対照的に、全ての生命活動が停止した後に唯一残される「遺
骨」つまり「静止」と関わりあっているのである。つまり復顔が見る者に語りかけるのは、そこに生き
た人がいるかのような生命感だけではなく「死の在り方」なのである。 
 21世紀に入り、科学や医療が急激に発展した現代に生きる今の私たちは、「死」が隠蔽された時代に生
きていると言っても過言ではない。死生観が失われつつある今だからこそ、肉眼で認識できる三次元復
顔像が、私たちに教えてくれることは多い。遺骨をもとに復元された人物像は等身大の姿となって今、
目の前に存在する。それは「死」を見つめ直すためのきっかけとして、私たちに多くのことを考えさせ
てくれる。 復顔像は、「科学とも芸術とも異なる新たな存在意義」を、私たちに語りかけているのだ。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 本研究は、江戸時代の遺骨をもとに、粘土による三次元復顔をした実践報告と、その考察である。 
 本論の第１章の「復顔について」では、復顔の歴史が紹介される。バッハやツタンカーメンなど有名
人の復顔、また杉並白骨事件における犯罪に絡んだ復顔など、さまざまな理由により復顔が行われてき
た。 
 第２部の「徳川将軍家とその遺骨」では、江戸時代の遺骨について紹介・論考がされる。1958年から
60年にかけて増上寺で発掘された骨には人類学からの調査研究が行われた。また2006年から07年に上野
寛永寺の墓所が発掘された。筆者は、この寛永寺墓地の頭蓋骨を入手し、その複製骨格に粘土付けをし
て復顔がされた。 
    
 
 第３章の「復顔制作の概要」では、筆者自身がどのような手法で復顔法を学んだかが語られる。筆者
は、イギリスのマンチェスター法を参照して、復顔法の手順を整理し、まとめている。ここでは「印象」
による顔の造形ではなく、解剖学的・人類学的な知見に基づいた手法が確認される。 
 第４章の「寛永寺出土・大奥女性の復顔制作」では、そのタイトル通り、大奥女性の復顔をした、そ
の実践のプロセスが、具体的に詳細に紹介される。西洋人と日本人の顔の形態は異なり、筆者独自の開
発による手法で、マンチェスターの改変が行われた。今後、日本人の復顔が展開されていくにあたって、
パイオニア的な試みであると評価できる。 
 そして第５章の「新たな復顔像」では、ロダンの彫刻や、日本の生き人形、また最先端のヒューマノ
イドロボットなど、さまざまな立体造形による顔が検証される。そこから復顔とは何か、復顔ならでは
の世界とはどういうものかが浮き彫りにされる。 
 筆者の戸坂明日香は、学部では本学の彫刻科を卒業し、大学院の修士課程より美術解剖学を専攻して
きた。粘土による三次元復顔には、彫刻の技法と、解剖学の素養という二つの側面が要求されるが、筆
者は、その両方をあわせもった類まれな存在である。 
 科学と芸術の両方にまたがり、それを結びつけようという試みは、美術解剖学の本質的なスタンスで
もある。 
 復願という作業は、多くは絵画・イラストなど二次元表現の分野で行われているが、筆者は、粘土に
よる三次元の復顔に取り組んだ。さらに、江戸時代の大奥女性の復顔はいまだ行われたことはない。そ
れは、日本人の、美しい女性とはどういう顔をしているか、それを解明する一助ともなる。 
 本研究では、江戸時代の女性の顔が「復顔」されたが、その成果・意義として歴史的な資料の一助と
なること、日本人の顔の美しさ、また美術における人体造形のありかたなど、科学、歴史、芸術にまで、
幅広い実りをもたらすことが期待される。 
 論文としても、たくさんの資料に言及し、幅広い分野の知見をうまくまとめ上げている。 
よって東京藝術大学の博士論文として評価でき、合格とする。 
 
 
